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 市役所１階　宿直室

狛江駅・喜多見駅・和泉多

摩川駅の各売店、上和泉・

南部・岩戸・野川の各地域

センター

交 付 場 所

住民票の写し

印鑑登録証明書
住民票の写し交付の種類

月～金曜日　

午前８時３０分～午後３時

当日受け付けをして当日の

交付となります。

※土・日曜日の受け取りは金

曜日、祝日の受け取りは前日

に予約してください。

月～金曜日　

午前８時３０分～午後３時

当日受け付けをして当日の

交付となります。

予約受付時間

月～金曜日　

午後６時～８時

土・日曜日、祝日

午前８時３０分～午後８時

月～金曜日　

午後５時３０分～８時
交 付 時 間

必要なもの届出期間
届け出

の種類
こんなとき

転出証明書（外国からの転

入の方はパスポートと戸籍

謄本 ､ 附票の写しを持参）・

国民年金手帳（加入者のみ）

狛江市に住み始

めてから１４日以

内

転入届
市内に引っ越

してきたとき

国民健康保険被保険者証・

福医療証・老人保健法医療

受給者証・乳医療証・介護

保険証（いずれも加入者の

み）・狛江市民証・住民基本

台帳カード（取得者のみ）

新しい住所に住

み始めてから １４

日以内

転居届
市内で引っ越

したとき

印鑑登録証・こまえ市民

カード（登録者のみ）・国民

健康保険被保険者証・福医

療証・老人保健法医療受給

者証・乳医療証・介護保険

証（いずれも加入者のみ）

引っ越しする前転出届
市外に引っ越

しするとき

転出する前転出届
国外に転出す

るとき

国民健康保険被保険者証

 （加入者のみ）

変更のあった日

から１４日以内
世帯変更届

世帯主が

変わったとき

※住民基本台帳カードをお持ちの方は、転入 ･転出届の特例がありますので
事前に問い合わせください。

※受け取りの際、持参するもの  
〔住民票の写し〕印鑑・手数料（２００円）・筆記用具 
〔印鑑登録証明書〕手数料（２００円）・筆記用具・印鑑登録証またはこまえ
市民カード・身分証明書（運転免許証・パスポート・保険証など）
※指定日に受け取れなかった場合､取り消しの扱いとなりますので､改めて
予約してください。
※各地域センターの休館日（第２・３火曜日） 、年末年始は予約および交付は
できません。
※和泉多摩川駅売店は駅構内にありますので ､駅員の方に承諾を得てから
入ってください。

　　  電話サービス

本人確認にご協力を　

　最近、本人と偽って住民票を異動する事件が発生しています。
　市では、市民の皆さんの個人情報を守るとともに住民基本台帳の
正確性を確保するため、 届け出に来た方に身分証明書などの提示
をお願いしています。
自動交付機のご利用を

　住民票の写しと印鑑登録証明書を発行する自動交付機を、市役所
２階と市民センター１階に設置しています。交付機を利用するには、
暗証番号を登録した「こまえ市民カード」が必要です。事前に手続
きをしてください。
　なお、「こまえＩＣカード」をお持ちの方は今までどおり利用で
きます。
電話サービスのご案内

　昼間来庁できない市民の方は、電話予約により、夜間または休日
に住民票の写しと印鑑登録証明書を受け取ることができます。
　申し込みできるのは、本人または同一世帯の方です。
　なお、印鑑登録証明書は、すでに印鑑登録証を交付されていて、
予約の際にお手元にある方が利用できます。

※市民センターの休館日（毎月第１・３火曜日、祝日。祝日が第１・３火曜日
にあたるときはその翌日）および年末年始は利用できません。

利　用　時　間設　置　場　所

月～金曜日　午前８時３０分～午後５時市役所２階　市民課前

月～金曜日　午前９時～午後７時　　  市民センター

１階　ロビー 土・日曜日　午前９時～午後５時　　  

　３月から４月までは、進学や就職、転勤などで引っ越しを

する方が増え、市役所２階の市民課窓口が大変混み合います。

　特に月曜日や祝日の翌日は混み合いますので、これらの日

や昼休みを避けての手続きをお勧めします。

〔問い合わせ〕市民課

　　  引っ越しをするときの主な手続き

　　  自動交付機の設置場所と利用時間

春春春春春春春春春春春春春春春はははははははははははははは引引引引引引引引引引引引引引っっっっっっっっっっっっっっ越越越越越越越越越越越越越越ししししししししししししししののののののののののののののシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンンンンでででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすは引っ越しのシーズンです



�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

一
度
の
手
続
き
で
、
翌
年
度
以
降

も
自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
振
替

手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

〔
申
込
方
法
〕
預
貯
金
通
帳
・
印
鑑

（
通
帳
用
）・
納
税
通
知
書
を
持
参
の

う
え
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は

収
納
課
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

保
健
師
と
栄
養
士
が
、
健
康
や
食

事
な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
を
受

け
ま
す
。

〔
相
談
日
〕
３
月　

日
�
・　

日
�

１１

２５

午
前
９
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

３０

１１

３０

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
（
使
用
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
登
録
上
の
所
有
者
）
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
廃
車
ま
た
は
名
義
変
更
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
３
月

　

日
�
ま
で
に
速
や
か
に
手
続
き
を

３１済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
の
受
付
窓
口
は
、

車
両
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
別
表
の
受
付
窓
口

　

電
話
に
よ
る
相
談
は
、
被
保
険
者

の
記
録
照
会
お
よ
び
受
給
権
者
の
記

録
照
会
に
つ
い
て
回
答
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
、
相
談
者
の
確
認
を
厳
正
に

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
代

理
人
（
家
族
）
で
あ
っ
て
も
回
答
で

き
な
い
項
目
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
以
上
の
方
は
電
話
や

５５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
年
金

見
込
額
試
算
照
会
の
申
し
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
見
込
額

は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

後
日
郵
送
に
て
回
答
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
（
申
し
込
み
は
、
照
会
対
象

者
本
人
に
限
ら
れ
ま
す
） 。

▽
電
話
で
申
し
込
む
場
合

府
中
社
会
保
険
事
務
所
�
０
４
２

（
３
６
１
）
１
０
１
１

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申

し
込
む
場
合

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp:/

/w
w
w
.m
h
lw
.go.jp

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp:/

/w
w
w
.sia.go.jp

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

６
月　

日
�
に
執
行
さ
れ
る
狛
江

２０

市
長
選
挙
の
、
明
る
く
公
正
な
選
挙

の
推
進
と
、
大
切
な
一
票
を
無
駄
に

し
な
い
よ
う
投
票
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
選
挙
時
に
実
施
す

る
各
種
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

〔
作
品
内
容
〕
狛
江
市
長
選
挙
に
使

用
す
る
標
語
で
、
字
数　

字
以
内
の

２０

自
作
、
未
発
表
の
も
の

〔
賞
・
発
表
〕
入
選
１
点
・
佳
作
３

点
（
賞
状
と
賞
品
を
贈
呈
）
は
、
広

報
紙
上
で
発
表
し
ま
す
。
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
賞
作

品
の
版
権
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
帰

属
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
は
が

き
に
作
品
１
点
と
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

３
月　

日
�
ま
で
に
〒
２
０
１
�
８

３１

５
８
５
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
（
複
数
応
募
可
） 。

〔
活
動
〕
毎
月
２
回
、
原
則
第
２
・

４
土
曜
日

〔
内
容
〕
防
火
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
、

老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
、
夏
季
合
宿
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
火
災
予
防
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
狛
江
消
防
署
�
（
３

３１４
８
０
）
０
１
１
９
へ
。

　

東
京
都
で
は
、
都
内
の
市
街
化
区

域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
（
区

域
区
分
）
お
よ
び
用
途
地
域
の
見
直

し
を
行
い
、
平
成　

年
半
ば
頃
ま
で

１６

に
都
市
計
画
変
更
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
の
都
市
計
画
変
更
の
案

に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第　

条
に

１７

基
づ
き
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

〔
縦
覧
の
対
象
と
な
る
都
市
計
画

（
案
） 〕区
域
区
分
お
よ
び
用
途
地
域

の
都
市
計
画
変
更
に
関
す
る
東
京
都

案〔
都
市
計
画
の
案
の
対
象
区
域
〕
東

京
都
都
市
計
画
区
域
の
全
域
（
檜
原

村
、
奥
多
摩
町
お
よ
び
島
し
ょ
部
を

除
く
）

〔
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
場
所
〕
東

京
都
都
市
計
画
課
お
よ
び
市
計
画
課

（
縦
覧
期
間
３
月
９
日
�
か
ら　

日
２３

�
ま
で
）

〔
意
見
書
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
〕

３
月
９
日
�
か
ら　

日
�
（
必
着
）

２３

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
持
参
〒
１
６
３

�
８
０
０
１
東
京
都
都
市
計
画
局
計

画
課
�
（
５
３
８
８
）
３
２
２
５
へ
。

▽
第
１
分
科
会
・
第
２
分
科
会

〔
日
時
〕
３
月
９
日
�
午
後
７
時
か

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

▽
第
３
分
科
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
か

１７

ら〔
会
場
〕
５
０
１
会
議
室

▽
第
４
分
科
会

〔
日
時
〕
３
月
３
日
�
午
後
７
時
か

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

▽
第
５
分
科
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
か

１８

ら〔
会
場
〕
５
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

▽
第　

回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

１９

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

〔
日
時
〕
３
月
２
日
�
午
後
６
時
か

ら〔
会
場
〕
第
七
小
学
校

▽
第　

回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

２０

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

〔
日
時
〕
３
月
９
日
�
午
後
６
時
か

ら〔
会
場
〕
第
二
小
学
校　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
後
１
時　

２０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁

※
事
前
抽
選
に
よ
り　

人
ま
で
傍
聴

１５

可
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住

３１所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
〒
１
６
３
�
８
０
０
１
東
京
都

都
市
計
画
局
計
画
課
�（
５
３
８
８
）

３
２
２
５
へ
。

�
第　

回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
市

１０

民
会
議

第
２
・
４
木
曜
日
は
国
保
加

入
者
の
た
め
の
健
康
相
談

�
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第
七
小
学

校
新
校
開
校
委
員
会

�
第
１
６
３
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

広報こまえ　平成１６年（２００４年）３月１日　�

受 付 窓 口車　　　　　種

 市役所課税課

 � （３４３０） １１１１

 第一種 （５０cc 以下）

原動機付
自転車

 第二種乙 （９０cc 以下）

 第二種甲   （１２５cc 以下）

 ミニカ－
（５０cc 以下の三・四輪）

 農耕用
 小型特殊自動車

 その他

 軽自動車検査協会
 東京主管事務所多   
 摩支所

 �０４２ （５２５） ４３６０

 軽三輪

 軽自動車

 軽四輪乗用

 軽四輪貨物（自家用）

 軽四輪貨物（営業用）

 東京陸運支局
 多摩自動車検査登   
 録事務所

  �０４２ （５２３） ２４５５

 軽二輪

 二輪の小型自動車

税
金
の
納
め
忘
れ
を
し
な
い

よ
う
に
、
口
座
振
替
の
利
用

を

税 
の 
申 
告 
は 
お 
済 
み 
で 
す 
か

　

市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
と
所

得
税
の
確
定
申
告
の
期
限
は
３
月

　

日
�
ま
で
で
す
。
期
限
間
際
に

１５な
る
と
、
市
役
所
お
よ
び
税
務
署

の
申
告
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
は
市

役
所
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は

税
務
署
で
そ
れ
ぞ
れ
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
記
入
済
み
の
所
得
税
確

定
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

当
初
申
告
書
の
控
え
と
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
税
務
署
に
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
納
付
税
額
を
多
く
（
ま
た
は
還

付
金
額
を
少
な
く
）
計
算
し
た
申

告
書
を
提
出
し
た
場
合

　

３
月　

日
�
以
前
は
「
訂
正
申

１５

告
」 、
３
月　

日
�
以
降
は
「
更

１６

正
の
請
求
」

▽
納
付
税
額
を
少
な
く
（
ま
た
は

還
付
金
額
を
多
く
）
計
算
し
た
申

告
書
を
提
出
し
た
場
合

　

３
月　

日
�
以
前
は
「
訂
正
申

１５

告
」
３
月　

日
�
以
後
は
「
修
正

１６

申
告
」 

　

な
お
、「
更
正
の
請
求
」
は
確
定

申
告
期
限
か
ら
１
年
以
内
に
提
出

く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
納
期
限
は
３
月　

日
１５

�
で
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
税
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
金

融
機
関
で
期
限
内
に
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
納
税
に
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
新
規
に
口
座
振

替
を
希
望
す
る
方
は
、
金
融
機
関

ま
た
は
税
務
署
に
「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
」
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
間
中
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
納
税
証
明
書
を
請
求

す
る
方
は
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
に
確
認

の
う
え
お
出
で
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
分
所
得
税
の
申
告
納

１５

税
額
が　

万
円
以
上
の
方
は
、
原

１５

則
と
し
て
、　

年
分
の
予
定
納
税

１６

が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
後
日
税

務
署
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
分
の
課
税
売
上
高
が

１３

３
�
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
や
、

消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書

を
提
出
し
た
方
は
、
税
金
が
か
か

ら
な
い
場
合
で
も
申
告
書
の
提
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
税
・
都
民

税
は
課
税
課
、
所
得
税
は
武
蔵
府

中
税
務
署
�
０
４
２
（
３
６
２
）

４
７
１
１

※
市
役
所
、
税
務
署
と
も
、
お
車

で
の
来
場
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
納
税
は
口
座
振
替
で

■
納
税
証
明
書
を
請
求
す
る
方
へ

■
所
得
税
の
予
定
納
税

■
消
費
税
の
申
告
も
お
忘
れ
な
く

■
提
出
し
た
所
得
税
確
定
申
告
書

に
誤
り
が
あ
っ
た
と
き
は

■
納
税
は
期
限
内
に

社
会
保
険
事
務
所
で
電
話
に

よ
る
年
金
相
談
が
開
始
さ
れ

ま
し
た

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
廃
車

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

市
長
選
挙
の
標
語
を
募
集

消
防
少
年
団
員
募
集

都
市
計
画
の
案
に
関
す
る
縦

覧
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皆さんの声を手紙・ファクス等でお寄せください。広聴ファクス� （３４８０） ８０８０
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皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
、
そ
の
ご
み
を
処
理
す
る
の

に
約　

億
円
の
費
用
が
か
か
っ

１７

て
お
り
、
市
の
財
政
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
み
を
分

別
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

市
全
体
か
ら
見
た
経
費
や
ご
み
処
理
に
お
け
る
コ
ス

ト
、
さ
ら
な
る
分
別
策
等
を
分
か
り
や
す
く
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
み
処
理
コ
ス
ト
と
市
の
財
政
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
６
日
�
午
後
６
時
か
ら

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

〜
ご
み
処
理
経
費
と
市
の
財
政
〜

�

�

�

�
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���������������
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特
別
消
費
生
活
相
談

　
　
　
　
「
若
者
の
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

　

最
近
、
若
い
方
の
悪
質
商
法
（
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、

デ
ー
ト
商
法
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、
マ
ル

チ
商
法
、
不
当
請
求
等
）
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

　

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等

で
は
、
１
〜
３
月
に
か
け
て
「
悪
質
商
法
被
害
防
止
共

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
消
費
者
被
害
防
止
の

普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
悩
み
ご
と
を
抱
え
て
い

る
若
い
方
を
対
象
に
、
特
別
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
４
日
�
・
５
日
�

午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

（
受
け
付
け
は
３
時
ま
で
）

〔
内
容
〕
若
者
の
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
（
電
話
相
談
・

来
所
相
談
）

〔
相
談
場
所
〕
市
役
所
２
階
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

た
。

　

平
日
夜
７
時
か
ら　

時
ま
で
の
小

１０

児
初
期
救
急
診
療
事
業
も
、
そ
の
一

つ
で
す
。
市
医
師
会
や
慈
恵
第
三
病

院
に
協
力
を
お
願
い
し
、
調
布
市
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
、
市
負
担
は
単

独
実
施
の
４
分
の
１
で
済
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
病
院
や
他
市
と
の
連

託
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
４
月
か

ら
こ
の
３
台
を
市
で
統
合
し
て
、
市

内
循
環
１
日　

便
、
北
・
南
回
り
そ

１２

れ
ぞ
れ
４
便
ず
つ
運
行
し
、
福
祉
施

設
、
福
祉
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
市

民
利
用
施
設
等
を
回
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
３
台
の
送
迎
バ
ス
に
出
し

て
い
た
予
算
の
範
囲
で
運
営
で
き
、

　

税
収
の
落
ち
込
み
に
加
え
、
国

が
地
方
に
対
す
る
大
幅
な
歳
出

市
長
コ
ラ
ム　
８５

　

狛
江
市
も
同
様
で
、
新
規
事
業

を
起
こ
す
こ
と
は
大
変
困
難
で
す

が
、
そ
の
中
で
予
算
案
に
盛
り
込

ん
だ
の
が
市
内
循
環
福
祉
バ
ス
で

す
。
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
や
特

養
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま
え
苑
に
計
３

台
の
送
迎
バ
ス
が
あ
り
、
市
の
委

削
減
を
一
方
的
に
実
施
し
た

た
め
、ど
の
自
治
体
も
予
算
編

成
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
行
く
高
齢
者
、
障

害
者
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
保
護
者
は

無
料
で
乗
れ
ま
す
。
送
迎
バ
ス
の
活

用
が
で
き
な
い
か
と
言
う
問
い
か
け

に
、
職
員
が
知
恵
を
出
し
、
調
査
し
、

運
行
ダ
イ
ヤ
を
組
ん
で
、
予
想
以
上

の
成
果
を
つ
く
り
出
し
て
く
れ
ま
し

い
た
だ
い
て
か
ら
で
す
が
、
財
政
難

で
も
、
創
意
工
夫
や
熱
意
で
、
ま
だ

ま
だ
狛
江
は
福
祉
向
上
に
が
ん
ば
っ

て
い
け
る
と
確
信
を
持
ち
ま
し
た
。

携
で
実
施
す
る
の
は
都
内
で

初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
す
。

　

実
施
は
、予
算
案
の
議
決
を

　

創 
意 
工 
夫 
で　
　
　
　

　
 　
　

福 
祉 
の 
向 
上 
へ

�
�

�

�

�

�

　もうすぐ桜の季節です。
　ここでは、市内の桜のスポットをいくつか
ご紹介します。
　穏やかな春の陽気に包まれて、桜の木の下
をのんびり歩いてみませんか。 �六郷さくら通り

�都営狛江アパート付近
狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛 江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江 ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜

ススポポッッ
トト

�西河原公園

�野川緑地公園

�多摩川土手沿い

　毎年多くの人でにぎわうお花見スポット。
　ピンク色に連なる桜の帯は圧巻です。

�根川さくら通り

　多摩川住宅から旧第四小学校へと続く桜
並木道では、約１４０本の桜が花を咲かせます。
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サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、

事
前
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
対

象
か
ど
う
か
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
認
定
の
申
請
が
で
き

る
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。

▽　

歳
以
上
の
方
で
、
心
身
の
状
況

６５
が
「
要
援
護
状
態
（
常
に
介
護
を
必

要
と
す
る
「
要
介
護
」
状
態
や
、
日

常
生
活
に
支
援
が
必
要
な「
要
支
援
」

状
態
） 」に
な
っ
た
場
合
に
申
請
で
き

ま
す
。

▽　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
は
、
下

４０

６４

記
の　

の
特
定
疾
病
が
原
因
で
、
心

１５

身
の
状
況
が「
要
援
護
状
態
」に
な
っ

た
場
合
に
申
請
で
き
ま
す
。

▽　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
の
場
合

４０

６４

は
下
記
の
疾
病
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、

交
通
事
故
等
外
傷
性
の
打
撲
、
骨
折
、

脳
挫
傷
な
ど
の
原
因
に
よ
り
心
身
の

状
況
が
「
要
援
護
状
態
」
に
な
っ
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
介
護

保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
、
障

害
者
施
策
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
認
定
の
結
果
、
非
該
当
（
自
立
）

と
な
っ
た
方
も
、
自
立
を
支
援
す
る

高
齢
者
施
策
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
依
頼

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
の
介
護
支
援
専

門
員 （
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
） に
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

　

介
護
支
援
専
門
員
が
、
本
人
や
家

族
と
話
し
合
い
な
が
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
説
明

　

事
業
者
か
ら
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
受
け

ま
す
。
書
類
の
内
容
を
き
ち
ん
と
確

認
く
だ
さ
い
。

�
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
契
約

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
者
と

契
約
し
ま
す
。
事
業
者
と
契
約
す
る

と
き
は
、次
の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
者
の
状
況
に
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
回
数
に
な
っ
て
い
る
か

▽
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
に
合
わ

せ
た
契
約
期
間
と
な
っ
て
い
る
か

▽
利
用
者
負
担
の
額
や
交
通
費
の
要

否
な
ど
の
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か

▽
利
用
者
か
ら
の
解
約
が
認
め
ら
れ

る
場
合
と
そ
の
手
続
き
が
明
記
さ
れ

て
い
る
か

▽
利
用
者
が
損
害
を
与
え
ら
れ
た
場

合
の
賠
償
義
務
が
明
記
さ
れ
て
い
る

か▽
利
用
者
お
よ
び
利
用
者
の
家
族
に

関
す
る
個
人
情
報
が
保
護
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か

　

契
約
書
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
が

あ
り
ま
す
。
よ
く
読
ん
で
不
明
な
点

は
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
の

利
用
者
負
担
は
、
原
則
と
し
て
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
と
な

り
ま
す
。

�初老期の痴呆（アルツハイ
マー病、脳血管性痴呆等）
�脳血管疾患（脳出血、脳硬
塞等）
�筋萎縮性側索硬化症
�パーキンソン病
�脊髄小脳変性症
�シャイ・ドレーガー症候群
�糖尿病性腎症、糖尿病性網
膜症、糖尿病性神経障害
�閉塞性動脈硬化症

�慢性閉塞性肺疾患 （肺気腫、
慢性気管支炎、気管支喘息等）
�両側の膝関節または股関節
に著しい変形を伴う変形性関
節症
�慢性関節リウマチ
�後縦靭帯骨化症
�脊柱菅狭窄症
�骨粗しょう症による骨折
�早老症 （ウエルナー症候群
等

　

実
際
に
心
身
の
状
況
が「
要
援
護
」

状
態
に
な
っ
た
方
や
そ
の
家
族
の
方

が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
介
護

方
法
あ
る
い
は
、
介
護
に
関
す
る
申

請
の
手
続
き
な
ど
を
相
談
す
る
先
は
、

左
記
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
、
社
会
福
祉
課
総
合
相
談
窓
口

に
な
り
ま
す
。

●在宅介護支援センターこまえ苑
〔相談日〕月～土曜日
〔時間〕午前９時～午後６時
〔主な担当地域〕岩戸南・岩戸北・猪
方・駒井町
〔問い合わせ〕� （３４８９） ２４１７
●在宅介護支援センターこまえ正吉
苑
〔相談日〕月～土曜日
〔時間〕午前８時３０分～午後５時３０分
〔主な担当地域〕和泉本町・東野川・西
野川
〔問い合わせ〕� （５４３８） ２５２２
●あいとぴあ在宅介護支援センター
〔相談日〕月～土曜日
〔時間〕午前９時～午後６時
〔主な担当地域〕中和泉・西和泉・元和
泉・東和泉
〔問い合わせ〕� （５４３８） ７３３３
●社会福祉課総合相談担当
〔問い合わせ〕� （３４３０） １１１１ （内線２２２８）

相談は　　　
　　こちらへ

　

平
成　

年
度
か
ら
の
「
第
２
期

１５

介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
に

伴
い
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

１５

１７

ま
で
の
介
護
保
険
料
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
ま
で
の　

歳
以
上

１７

６５

の
方
の
各
所
得
段
階
の
保
険
料
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

年
額　

万
円
以
上
の
老
齢
年
金

１８

や
退
職
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。
年
金
支
払
月

（
年
６
回
）
に
年
金
か
ら
介
護
保

険
料
を
天
引
き
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
は
、
社
会
保
険
庁
の

情
報
を
も
と
に
市
役
所
と
社
会
保

険
庁
が
や
り
取
り
を
し
て
処
理
し

ま
す
の
で
、
納
入
者
本
人
が
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
徴
収
は
、
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
る
年
金
を
受
給
し
て
い
な

い
方
が
対
象
で
す
。

　

年
金
が
年
額　

万
円
未
満
の
場

１８

合
や
、
年
金
の
種
別
が
老
齢
福
祉

年
金
や
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な

ど
の
場
合
は
天
引
き
さ
れ
ず
普
通

徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

納
め
方
は
金
融
機
関
な
ど
の
窓

口
で
の
納
付
の
ほ
か
に
、
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
す
口

座
振
替
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

※
年
金
額
が
年
額　

万
円
以
上
の

１８

方
で
も
、
こ
ん
な
時
に
は
区
市
町

村
に
個
別
に
納
め
ま
す
（
普
通
徴

収
） 。

▽
他
の
区
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

方
　

転
入
前
の
区
市
町
村
で
年
金
か

ら
の
天
引
き
だ
っ
た
方
も
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
翌
年
度
の　

月
か
ら
特

１０

別
徴
収
に
戻
り
ま
す
。

▽
年
度
途
中
で　

歳
に
な
っ
た
方

６５

　

年
金
額
が
年
額　

万
円
以
上
の

１８

方
も
、
そ
の
年
度
は
普
通
徴
収
に

な
り
ま
す
が
、
翌
年
度
の　

月
か

１０

ら
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。

▽
年
度
初
め
（
４
月
１
日
）
の
時

点
で
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
な

か
っ
た
方

　

年
金
額
が
年
額　

万
円
以
上
の

１８

方
も
、
そ
の
年
度
は
普
通
徴
収
に

な
り
ま
す
が
、
翌
年
度
の　

月
か

１０

ら
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。

▽
年
金
の
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ

た
方

　

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り

ま
す
の
で
、
介
護
保
険
料
の
特
別

徴
収
も
一
時
止
ま
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▽
年
金
を
担
保
に
借
入
し
て
い
る

方
　

年
金
担
保
貸
付
金
を
返
済
中
の

場
合
、
そ
の
事
実
が
解
消
さ
れ
る

ま
で
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

平 

成 
　
 

・ 
　
 

年 

度 

の 

介 

護 

保 

険 

料 

１６

１７

特　

別　

徴　

収

普　

通　

徴　

収

保険料額

（年額）
割合対象となる方所得段階

１８,１００円０.５０
生活保護受給者
老齢福祉年金受給者で世帯全
員が市民税非課税

第１段階

２７,２００円０.７５世帯全員が市民税非課税第２段階

３６,３００円１.００
本人が市民税非課税
 （世帯内に市民税課税者がいる）

第３段階

４５,４００円１.２５
本人が市民税課税で、合計所
得金額が２００万円未満

第４段階

５４,５００円１.５０
本人が市民税課税で、合計所
得金額が２００万円以上

第５段階

■所得段階別介護保険料額

■特定疾病

介　

護　

の　

相　

談

要　

介　

護　

・　

要　

支　

援　

認　

定

利
用
開
始
ま
で
の
流
れ
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▽
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）

　

日
常
生
活
で
常
に
介
護
が
必
要
で
、

在
宅
で
の
適
切
な
介
護
が
困
難
な
場

合
に
入
所
し
、
必
要
な
介
護
等
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
介
護
老
人
保
健
施
設

　

病
状
が
安
定
し
て
い
る
方
が
、
介

護
老
人
保
健
施
設
に
入
所
し
、
医
学

的
管
理
の
下
に
お
い
て
日
常
生
活
上

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

▽
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

病
状
の
安
定
し
て
い
る
長
期
療
養

が
必
要
な
方
が
、
療
養
型
病
床
群
を

持
つ
病
院
な
ど
に
入
院
し
、
医
学
的

管
理
の
下
に
お
い
て
日
常
生
活
上
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

※
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
要
介
護
者
と
認

定
さ
れ
た
方
の
み
が
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
間
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

介　

護　

の　

サ　

ー　

ビ　

ス　

「　

施　

設　

サ　

ー　

ビ　

ス　

」

▽
支
給
限
度
額
を
超
え
た
利
用

　

限
度
額
を
超
え
て
利
用
し
た
場
合

に
は
、
限
度
額
を
超
え
た
分
は
通
常

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
で
は
特
別
給
付
と
し

て
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
必
要
度
に
応
じ
て
要
支
援
で　
１５

％
、
要
介
護
で　

％
の
上
乗
せ
が
あ

１０

り
ま
す （
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
）。

１８

３１

▽
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　

１
割
の
自
己
負
担
が
高
く
な
り
す

ぎ
る
場
合
は
、
同
一
世
帯
で
被
保
険

者
の
負
担
額
が
３
万
７
�
２
０
０
円

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
２

万
４
�
６
０
０
円
、
そ
の
う
ち
本
人

が
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

場
合
は
１
万
５
�
０
０
０
円
）
を
超

え
た
部
分
が
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
施
設
に

長
期
入
所
し
て
い
る
方
は
、
ほ
と
ん

ど
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
過
去
の

分
に
つ
い
て
請
求
漏
れ
が
な
い
か
確

認
く
だ
さ
い
。

▽
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
負
担
減
額

　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

▽
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、
排

泄
、
入
浴
、
食
事
な
ど
の
身
体
介
護

や
調
理
、
掃
除
な
ど
の
生
活
援
助
を

行
い
ま
す
。通
院
等
の
た
め
の
乗
車
・

降
車
の
介
助
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
直
接
本
人
の
援
助
に
該
当

し
な
い
行
為
や
大
掃
除
、
窓
の
ガ
ラ

ス
磨
き
、
草
む
し
り
等
日
常
的
に
行

わ
れ
る
家
事
の
範

囲
を
超
え
る
行
為

に
つ
い
て
は
、
訪
問

介
護
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
訪
問
入
浴
介
護

　

入
浴
設
備
や
簡
易
浴
槽
を
積
ん
だ

移
動
入
浴
車
で
訪
問
し
、
入
浴
介
助

を
行
い
ま
す
。
全
身
入
浴
の
ほ
か
、

希
望
に
よ
り
部
分
浴
や
清
拭
も
行
い

ま
す
。

▽
訪
問
看
護

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
医
療

機
関
の
看
護
士
な
ど
が
訪
問
し
、
主

治
医
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
療
養

上
の
世
話
や
診
療
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

▽
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、
理
学
療

法
士
や
作
業
療
法
士
な
ど
が
家
庭
を

訪
問
し
て
、
日
常
生
活
の
自
立
を
助

け
る
た
め
の
機
能
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
居
宅
療
養
管
理
指
導

　

自
宅
で
療
養
し
て
い
て
、
病
院
へ

行
く
の
が
困
難
な
方
の
と
こ
ろ
に
、

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
が

訪
問
し
て
療
養
上
の
管
理
や
指
導
を

行
い
ま
す
。

▽
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

利
用
者
が
送
迎
バ
ス
な
ど
で
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
通
い
、

入
浴
、
食
事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
日

帰
り
で
受
け
ま
す
。

▽
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ

イ
ケ
ア
）

　

利
用
者
が
送
迎
バ
ス
な
ど
で
介
護

老
人
施
設
な
ど
に
通
い
、
心
身
の
機

能
の
維
持
回
復
に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
な
ど
を
受
け
ま
す
。

▽
短
期
入
所
生
活
介
護
（
福
祉
系

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
短
期

間
入
所
し
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
な

ど
の
日
常
生
活
上
の
世
話
や
機
能
訓

練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

▽
短
期
入
所
療
養
介
護
（
医
療
系

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

介
護
老
人
保
健
施
設
や
介
護
療
養

施
設
な
ど
に
短
期
間
入
所
し
、
医
学

的
管
理
の
も
と
で
の
看
護
、
介
護
、

機
能
訓
練
、
日
常
生
活
上
の
世
話
を

受
け
ま
す
。

▽
福
祉
用
具
の
貸
与

　

日
常
生
活
の
自
立
等
に
用
い
る
た

め
の
福
祉
用
具
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

車
い
す
、
特
殊
寝
台
、
じ
ょ
く
そ

う
予
防
用
具
、
体
位
変
換
器
、
手
す

り
、
ス
ロ
ー
プ
、
歩
行
器
、
歩
行
補

助
つ
え
、
痴
呆
性
老
人
徘
徊
感
知
器
、

移
動
用
リ
フ
ト
な
ど
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

▽
福
祉
用
具
の
購
入
費
の
支
給

　

貸
与
に
な
じ
ま
な
い
福
祉
用
具
を

購
入
し
た
際
、
い
っ
た
ん
全
額
を
支

払
っ
た
あ
と
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
限
度
額
は　

万
円
ま
で
で
、
そ

１０

の
う
ち
９
割
が
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

腰
掛
便
器
、
特
殊
尿
器
、
入
浴
補

助
用
具
、
簡
易
浴
槽
、
移
動
用
リ
フ

ト
の
つ
り
具
の
部
分
な
ど
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
住
宅
改
修
費
の
支
給

　

介
護
支
援
専
門
員
が
記
載
す
る

「
住
宅
改
修
理
由
書
」
に
基
づ
き
、

利
用
者
の
自
宅
を
改
修
し
た
際
、
費

用
額　

万
円
ま
で
の
９
割
が
支
給
と

２０

な
り
ま
す
。

　

申
請
の
手
続
き
に
は
「
受
領
委
任

払
い
」
と
「
本
人
払
い
」
の
２
種
類

の
申
請
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
「
受
領
委
任
払
い
」
は
、
事
業
者
に

本
人
負
担
分
の
１
割
を
支
払
う
だ
け

で
、
残
り
の
９
割
は
事
業
者
が
市
に

直
接
請
求
す
る
方
法
で
す
。

　
「
本
人
払
い
」
は
、
ご
自
身
で
い
っ

た
ん
全
額（
限
度
額　

万
円
）支
払
っ

２０

た
の
ち
に
、
９
割
を
市
に
請
求
す
る

方
法
で
す
。

　

対
象
と
な
る
改
修
は
、
手
す
り
の

取
り
付
け
、
段
差
解
消
、
滑
り
防
止

な
ど
の
床
材
の
変
更
、
引
き
戸
等
へ

の
扉
の
取
り
替
え
、
洋
式
便
器
等
へ

の
取
り
替
え
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

▽
痴
呆
性
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　

比
較
的
安
定
し
た
痴
呆
状
態
に
あ

る
方
が
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
日

常
生
活
の
支
援
や
機
能
訓
練
を
受
け

な
が
ら
小
人
数
（
５
〜
９
人
）
で
共

同
生
活
を
す
る
場
で
す
。

▽
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
入
所
者
で
、

施
設
の
職
員
か
ら
入
浴
、
排
泄
、
食

事
、
機
能
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ま
す
。

※
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
・
特

定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
を
利
用
し

て
い
る
間
は
、「
居
宅
療
養
管
理
指

導
」
以
外
、
他
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は

併
用
で
き
ま
せ
ん
。

利　

用　

者　

負　

担　

の　

減　

額

介　

護　

の　

サ　

ー　

ビ　

ス　

「　

居　

宅　

サ　

ー　

ビ　

ス　

」

市　単　独国　基　準

現に訪問介護サービス
を受けている方
（受ける予定の方も含
みます）

平成１１年４月１日から１２年
３月３１日までの間に、以前
のホームヘルプサービスを受
けていた方

対象者

２人世帯で生計中心者
の所得が２,３１７,０００円以
下の方

生計中心者の所得税が
非課税の方

所得条件
 （高齢者）

２人世帯で生計中心者
の所得が３,０４５,０００円以
下の方

所得条件
 （障害者手帳
１ ・ ２級の方）

６％（障害者については従前どおり３％）利用者負担

必　要必　要申　請

　介護保険は、４０歳以上の国民が保険料を負担し合い、介護

または支援が必要になった高齢者を社会全体で支え合うこと

により、皆さんが暮らし慣れた家で、できる限り自立した生

活を送れるよう支援する制度です。

　今後とも、皆さんのご理解と協力をお願いします。

〔問い合わせ〕介護福祉課

■訪問介護サービス負担減額

特別養護老人ホームこまえ苑

る
方
は
、
左
表
の
基
準
で
６
％
（
通

常
は　

％
）
の
負
担
で
訪
問
介
護

１０

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
障
害

者
は
３
％
） 。

▽
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

　

市
で
は
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

で
非
課
税
の
方
（
介
護
保
険
施
設
に

入
所
・
入
院
し
て
い
る
方
を
除
き
ま

す
）
に
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
費
の　
１０

％
の
負
担
金
（
法
定
内
の
自
己
負
担

分
）
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

施
設
に
入
所
・
入
院
に
関
わ
ら
ず
全

額
助
成
し
て
い
ま
す
。



　
〔
日
時
〕
３
月　

日
�
受
付
時
間
は

１８

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

５
〜
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
に
つ
い
て
の
話
と

離
乳
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。
民
生

委
員
の
協
力
で
、
受
講
中
は
赤
ち
ゃ

ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
４
時
※
受
付
時
間
は
１
時
〜
１

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

２０
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

寝
た
き
り
予
防
の
体
操
な
ど
の
教

室
で
す
。　

歳
以
上
で
、
疾
病
や
老

４０

化
な
ど
で
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し

て
い
る
方
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月
３
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

※
リ
ハ
ビ
リ
教
室
は
今
回
で
終
了

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
日
〕
３
月　
２９

日
�〔
判
定
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
〕

３
月　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ

３１

セ
ン
タ
ー
〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時

　

分
〜
２
時　

分
※
受
付
開
始
１
時

５０

５０

間
前
か
ら
健
康
課
で
整
理
券
を
配
布

〔
対
象
〕
生
後
３
〜　

カ
月
未
満
の

４８

乳
幼
児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

予
診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
小
児
科
・
皮

膚
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

〔
日
時
〕
保
健
師
・
歯
科
衛
生
士

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名
〔
期
間
〕
４

月
か
ら

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

▽
む
い
か
ら
子
ど
も
会
「
ブ
ー
メ
ラ

ン
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」
６
日
�
午
後

２
時
〜
３
時　

分
〔
指
導
〕
嶺
川
正

３０

勝
さ
ん
〔
定
員
〕　

人
〔
対
象
〕
小

１５

学
校
３
年
生
以
上
（
２
年
生
以
下
、

幼
児
は
保
護
者
同
伴
な
ら
可
）〔
持
ち

物
〕
は
さ
み

▽
大
笑
い
腹
話
術
「
お
ひ
な
祭
り
だ

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」
７
日
�
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

分〔
出
演
〕狛
江
チ
ャ

３０

１１

３０

タ
リ
ッ
ク

▽ 「
朗
読
と
横
笛
」　

日
�
午
後
５
時

１３

　

分
開
演
〜
７
時
〔
定
員
〕
先
着　

３０

５０

人
〔
朗
読
〕
佐
藤
昇
さ
ん
〔
横
笛
〕

松
田
建
仁
さ
ん
、
海
松
ふ
み
ゑ
さ
ん

〔
演
目
〕「
小
僧
の
神
様
」 、「
赤
西
蠣

太
」（
志
賀
直
哉
作
）〔
持
ち
物
〕
履

き
物
を
入
れ
る
袋

▽
む
い
か
ら
子
ど
も
会
「
犬
の
操
り

人
形
（
パ
ペ
ッ
ト
）
を
作
っ
て
遊
ぼ

う
」　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
指

２０

導
〕井
澤
道
夫
さ
ん〔
定
員
〕　

人〔
対

２０

象
〕
小
・
中
学
生
〔
持
ち
物
〕
新
聞

紙　

枚
１５

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
い

か
ら
民
家
園
�
（
３
４
８
９
）
８
９

８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
） へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
８
時　

３０

３０

分
市
役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合
、
午
後

４
時
帰
着
予
定（
雨
天
決
行
）〔
場
所
〕

横
浜
こ
ど
も
科
学
館
〔
対
象
〕
小
学

校
３
年
生
〜
中
学
生
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
持
ち
物
〕
弁
当
・
水
筒
・
ハ

４０ン
ド
タ
オ
ル
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
袋
・
筆

記
用
具
・
ご
み
袋

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
企
画

調
整
課
へ
。

〔
日
時
〕
３
月
７
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
〔
会
場
〕
中
央
公
民

３０

館〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕
３
月
６
日
�
午
前
の
部　
１０

時　

分
〜　

時　

分
・
午
後
の
部
２

３０

１１

３０

時　

分
〜
３
時　

分
〔
定
員
〕
各
回

３０

３０

先
着
２
０
０
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
日

�
午
前
９
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
。

中
央
公
民
館
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。　　
　
　
　
　
　
　
　

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時
か

１５

ら
〔
案
内
人
〕
井
上
孝
さ
ん
（
狛
江

市
文
化
財
専
門
委
員
）〔
定
員
〕　

人
３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。

▽
春
の
七
草
観
察
会
〔
日
時
〕　

日
１３

�
午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

▽
カ
エ
ル
橋
・
メ
ダ
カ
橋
づ
く
り〔
日

時
〕　

日
�
午
前　

時　

分
〜
正
午

２１

１０

３０

※
い
ず
れ
も
狛
江
水
辺
の
楽
校
「
ク

ル
ミ
村
」
集
合
（
雨
天
中
止
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
�
（
５
７
６

１
）
２
８
４
４

〔
日
時
〕
３
月　
１７

日
�
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
利
用
対
象
者
〕
プ
ー
ル
利
用
に
支

障
の
な
い
心
身
障
害
者
（
児
）・
難
病

者
の
個
人
と
団
体
。
一
人
で
プ
ー
ル

利
用
が
困
難
な
方
は
、
介
護
者
同
伴

の
利
用
も
可
能
※
申
し
込
み
の
際
に
、

利
用
対
象
と
な
る
身
障
者
手
帳
や
医

療
証
等
各
種
証
明
書
の
提
示
が
必
要

〔
登
録
期
間
〕４
月
〜
翌
年
３
月〔
利

用
日
〕
個
人
は
毎
月
第
１
・
３
日
曜

日
午
前
・
午
後
、
団
体
は
毎
月
第
２
・

４
・
５
日
曜
日
午
前
・
午
後
〔
申
込

期
間
〕
３
月
１
日
�
〜　

日
�
（
土
・

１２

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
） 。
個
人
利
用

は
先
着
順
に
受
け
付
け
、
団
体
利
用

は
受
け
付
け
締
め
切
り
後
、
利
用
日

程
調
整
を
行
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉

総
合
相
談
窓
口
・
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
・　

日
�
午

２３

２４

前　

時
〜
午
後
４
時
〔
会
場
〕
ビ
ン
・

１０
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー〔
参
加
費
〕

１
０
０
円
〔
持
ち
物
〕
古
服
（
洗
っ

て
ほ
ど
い
て
）・
裁
ち
ば
さ
み
・
紙
ば

さ
み
・
ミ
シ
ン
糸
・
裁
縫
道
具
・
も

の
さ
し
・
筆
記
用
具
〔
定
員
〕
両
日

と
も　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
８
時　

２６

５０

分
市
役
所
バ
ス
車
庫
前
集
合
（
雨
天

実
施
）〔
場
所
〕
森

永
製
菓
鶴
見
工

場
・
東
京
電
力
電

気
の
史
料
館
（
鶴

見
）〔
対
象
〕
小
・

中
学
生
と
保
護
者

〔
定
員
〕先
着　

人〔
持
ち
物
〕弁
当
・

４０

飲
み
物

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
午
前
９
時
か
ら
（
電
話
可
）
狛
江

市
環
境
を
考
え
る
会
事
務
局
（
環
境

改
善
課
） へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
３
時
〜

１０

４
時　

分
３０

〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
公
民
館
�（
３

４
８
８
）
４
４
１
１
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�

催
　
し�

�

■
３
月
の
古
民
家
園

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■ 
３
歳
児
健
康
診
査

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕
７
日
・　

日
・　

日
・

１４

２０

　

日
・　

日

２１

２８

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種　

学
　
級

学
　
級�

学
　
級

学
　
級�

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

■
臨
時
職
員

■ 
文
化
の
つ
ど
い
「
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

お
知
ら
せ�

■
春
休
み
親
子
環
境
学
習

■
青
少
年
育
成
委
員
会
バ
ス
ハ
イ
ク

■ 「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
３
月
行
事

■
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
開

放
の
受
け
付
け

■
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
会

募
　
集

募
　
集�

募
　
集

募
　
集�

■
育
児
学
級

■
リ
ハ
ビ
リ
教
室

■
狛
江
市
医
師
会
無
料
健
康
相
談

■ 
海
外
出
身
者
に
よ
る
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

■
狛
江
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
〜
映
像

で
狛
江
を
案
内
し
ま
す
〜

セ
ミ
ナ
ー�

■
古
布
再
生
〜
マ
イ
バ
ッ
ク
を
作
ろ

う
〜

■
子
ど
も
の
広
場
公
開
講
座
〜
ス
ラ

イ
ム
を
作
ろ
う
〜



�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）３月１日

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

正
午
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
〔
定
員
〕　

人
〔
講
師
〕
見

３０

城
武
秀
さ
ん
（
成
蹊
大
学
講
師
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
・　

日
�
午

１０

１１

前　

時
〜
正
午
〔
持
ち
物
〕
筆
記
用

１０
具
・
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
〔
講
師
〕
菊
池
義
雄
さ
ん
ほ
か

〔
定
員
〕　

人
２５

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。

〔
日
程
〕
別
表
〔
対
象
〕
市
民
〔
定

員
〕
各
コ
ー
ス　

人
（
抽
選
）〔
費

１４

用
〕
４
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
希
望
の
月
と
コ
ー
ス
を
記

入
の
う
え
（
１
コ
ー
ス
１
枚
） 、
３
月

９
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
０
１

―
０
０
１
５
猪
方
４
―　

―
１
�
狛

１３

江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

〔
資
格
〕
公
民
館
事
業
に
熱
意
の
あ

る　

歳
以
上
お
お
む
ね　

歳
未
満
の

２０

６０

方
〔
雇
用
期
間
〕
４
月
１
日
か
ら
１

年
間
〔
勤
務
日
時
〕
週
４
日
（
土
・

日
曜
日
を
含
む
）
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
〔
勤
務
場
所
〕
中
央

１５

公
民
館
〔
募
集
人
員
〕
２
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
お
よ
び
「
応

１５募
動
機
に
つ
い
て
」
を
４
０
０
字
以

内
に
ま
と
め
て
持
参
。
西
河
原
公
民

館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１
ま
た

は
中
央
公
民
館
�
（
３
４
８
８
）
４

４
１
１
へ
。　　
　
　
　
　
　
　
　

　

調
布
警
察
署
、
自
治
体
関
係
機
関

と
連
携
、
協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
交
通
安
全
を
訴
え
て
い
ま
す
。
私

た
ち
と
共
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕事
務
局 （
調
布
警
察

署
内
） �
０
４
２
４ （　

） ３
０
４
２

８２

　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
（
上
半
期
）

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔
対
象
者
〕
一
人
暮
ら
し
、
日
中
独

居
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に

属
す
る
高
齢
者
で
、
自
力
ま
た
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る
こ
と
に

よ
り
会
食
会
に
参
加
で
き
る
方
〔
利

用
定
員
〕
会
食
会
１
回
に
つ
き　

人
４５

ま
で
（
１
人
に
つ
き
１
会
場
ま
で
）

〔
自
己
負
担
金
〕
１
回
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

１
日
�
〜
７
日
�
に
各
グ
ル
ー
プ
担

当
者
へ
。

〔
日
程
〕
４
月
４
日
�
か
ら
毎
日
曜

日
（
５
月
２
日
は
除
く
）〔
会
場
〕
多

摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
〔
資
格
〕

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
さ
れ
た

　

〜　

人
の
チ
ー
ム
〔
参
加
費
〕
１

１３

２０

チ
ー
ム
１
万
７
�
０
０
０
円
・
新
加

盟
チ
ー
ム
は
２
万
円
（
傷
害
保
険
料

を
含
む
）〔
申
し
込
み
〕
３
月
９
日
�

午
後
６
時　

分
か
ら
中
央
公
民
館
で

３０

受
け
付
け
、
７
時
か
ら
総
会
・
抽
選

会
（
参
加
届
・
参
加
費
持
参
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
大
久
保
ス
ポ
ー
ツ

店
�
（
３
４
８
９
）
４
１
６
６

■
子
ど
も
工
作
教
室　
「
手
づ
く
り

絵
本
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」〔
日
時
〕

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
講

２６

師
〕
青
木
珠
代
さ
ん
（
日
本
手
づ
く

り
絵
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）〔
会
場
〕
中

央
公
民
館
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕

　

人
〔
持
ち
物
〕
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り
・

２０は
さ
み
・
タ
オ
ル
・
ち
ら
し
広
告
・

色
鉛
筆
〔
申
し
込
み
〕
１
日
�
か
ら

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

３
日
・　
１０

日
・　

日
・　

日
・　

日
（
各
水
曜

１７

２４

３１

日
）
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

分
か
ら

３０

（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　
　
１１

日
・　

日
（
各
木
曜
日
）〔
０
〜
１
歳

２５
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時　
１０

３０

募
　
集�

�

〔日時〕３月１３日�午前１０
時・午後２時の２回上映
〔会場〕西河原公民館
〔入場料〕無料
〔問い合わせ〕西河原公民
館�（３４８０）３２０１

■
西
河
原
映
画
会　

「
ミ
ク
ロ
キ
ッ
ズ 
」

〜
早
く
み
つ
け
て
、
な
ん
と
子
供
た
ち
が
６
ミ
リ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
〜

分
〜　

時　

分
〔
２
〜
３
歳
の
子
ど

１０

４５

も
と
保
護
者
〕
午
前　

時
〜　

時　

１１

１１

２０

分■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕
２
階
幼
児
室
〔
時
間
〕
午

後
３
時　

分
か
ら
▽
４
日
�
「
い
べ

３０

ん
と
西
河
原
と
く
べ
つ
お
は
な
し

会
」
音
楽
グ
ル
ー
プ
「 
風
民 
」
が
出

か
ぜ
た
み

演
。「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
の
絵
本
を
ギ

タ
ー
と
歌
で
読
ん
で
く
れ
ま
す
▽　
１１

日
�
〔
絵
本
〕
ぽ
と
ん
ぽ
と
ん
は
な

ん
の
お
と
〔
紙
芝
居
〕
あ
か
ん
ぼ
ば

あ
さ
ん
〔
折
り
紙
〕
い
ろ
え
ん
ぴ
つ

▽　

日
�
〔
絵
本
〕
ね
え
、
ど
れ
が

１８
い
い
？
〔
絵
本
〕
コ
ッ
コ
さ
ん
の
と

も
だ
ち
〔
工
作
〕
ヘ
ビ
▽　

日
�

２５

〔
絵
本
〕
た
ん
ぽ
ぽ
〔
お
は
な
し
〕

と
う
ふ
の
は
な
し〔
折
り
紙
〕チ
ュ
ー

リ
ッ
プ

■
和
泉
子
育
て
く
ら
ぶ　

１
期
（
４

〜
７
月
）
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま

す
〔
対
象
年
齢
お
よ
び
曜
日
〕
▽
０

歳
児
隔
週
金
曜
日
▽
１
歳
児
隔
週
火

曜
日
▽
２
歳
児
隔
週
木
曜
日
。
そ
れ

ぞ
れ
午
前
中　

分
程
度〔
申
し
込
み
〕

４５

３
月　

日
�
か
ら
、
１
期
活
動
費
３

１５

０
０
円
を
持
参
の
う
え
窓
口

■
ひ
ま
わ
り
の
集
い　
「
お
別
れ
会

と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」〔
日
時
〕
３
日
�

午
前　

時
か
ら
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親

１１

子
〔
申
し
込
み
〕
１
日
�
か
ら

■
セ
ン
タ
ー
合
宿　
〔
日
時
〕３
月　
２７

日
�
・　

日
�
（
１
泊
２
日
）〔
対

２８

象
〕
小
学
校
１
〜
３
年
生
〔
内
容
〕

セ
ン
タ
ー
に
泊
ま
っ
て
お
友
だ
ち
と

遊
ん
だ
り
、
ご
飯
を
食
べ
よ
う
。

■
子
育
て
く
ら
ぶ
０
１
２
３　
　

年
１６

度
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
〔
対

象
年
齢
お
よ
び
曜
日
〕 ▽
０
歳
児
隔

週
火
曜
日
▽
１
歳
児
隔
週
木
曜
日
▽

 
２
歳
児
隔
週
金
曜
日
。
そ
れ
ぞ
れ
午

前
中　

分
程
度 〔
申
込
方
法
〕年
間
活

４５

動
費
９
０
０
円
を
持
参
の
う
え
窓
口

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕３
月
８
日
�

午
前
９
時　

分
〜　

時（
雨
天
翌
日
）

４０

１１

〔
持
ち
物
〕
着
替
え
・
タ
オ
ル
等

※
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い
服
装
で
。

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
公
民
館
嘱
託
職
員

■
春
季
軟
式
野
球
大
会

ス
ポ
ー
ツ�

図
書
館�

�

子
育
て�

�

■
会
食
会
の
参
加
者
（
新
規
）

 ■会食会日程

問い合わせ募　集曜　日会　場

エプロン会
野　本

� （３４８９） ５２８７
若干名第２金曜日あいとぴあ

センター

グループ・アイ
増　尾

� （３４８０） ９５５２
１０人程度第２金曜日南部地域

センター

◎ 
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎ 
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

◎
駄
倉
保
育
園

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
�
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午
後５時まで（電話予約でも取り扱っています） 。チケットぴあ、ミュー
ジックショップ森のうた、小田急ＯＸ狛江店宝くじ売場でもチケッ
トを取り扱っています。

好評発売中

■徳永　二男　ヴァイオリン・リサイタル
円熟の道を歩むヴァイオリニスト
長年「ＮＨＫ交響楽団コンサートマス
ター」としておなじみで、退団後はソロ、
室内楽、後進の育成などで活躍。今回は自
らが春をテーマに選んだ曲をお贈りする
とともに「楽器のお話」をします。
３月２７日�　午後３時開演
全席指定　３,０００円
※未就学児は遠慮ください。

■小林　桂（ジャズボーカル）＋スーパーク
インテット
若手ジャズプレイヤーでは、人気＆実力ナン
バーワン！春の宵、優しく甘いひとときをお
楽しみください。
３月１３日�　午後６時開演
全席指定　４,０００円（残券僅少）
※未就学児は遠慮ください。

■スイセイ・ミュージカル「夢があるから！」
どんなことがあってもあきらめない。私には夢があるから。
「涙」と「笑い」そして「感動」をあなたに。
５月１５日�　午後６時３０分開演
全席指定　４,５００円（高校生以下は２,５００
円。ホール事務局で発売）
なお、一般発売は３月４日からです。
※未就学児は遠慮ください。

■
調
布
交
通
安
全
協
会
会
員

◎ 
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■ 
デ
ジ
カ
メ
を
始
め
ま
せ
ん
か

■
市
民
講
座
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
」
〜
テ
レ
ビ

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
で
〜

 ■パソコン教室日程
Eコース
初心者

ゆっくりコース

Dコース
画像処理
基本コース

Cコース
メール、インター
ネットコース

Bコース
ワード
基本コース

Aコース
パソコン
初級コース

１日・８日・

１５日・２２日

６日・１３日・

２０日・２７日

５日・１２日・

１９日・２６日

６日・１３日・

２０日・２７日

７日・１４日・

２１日・２８日
４
月

６日・１３日・

２０日・２７日

４日・１１日・

１８日・２５日

１０日 ・ １７日 ・

２４日 ・ ３ １日

４日・１１日・

１８日・２５日

５日・１２日・

１９日・２６日
５
月

３日・１０日・

１７日・２４日

１日・８日・

１５日・２２日

７日・１４日・

２１日・２８日

１日・８日・

１５日・２２日

２日・９日・

１６日・２３日
６
月

※ A・B・C・Eは午前９時～正午、Dは午後１時～４時

エコルマホール主催公演



　広報こまえ　平成１６年（２００４年）３月１日　�

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談日の１週
間前から産業生活課で受け
付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

カ ウ ン セ ラ ー３日・１７日の各水曜日
午前９時～正午

カ ウ ン セ リ ン グ
・ 心 の 相 談

国民生活金融公庫職員

商 工 会 経 営 指 導 員
１２日�　午前１０時～１１時５０分創 業 相 談

建 築 士１０日�　午後１時～４時住 宅 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付け
OA 機器メーカー SE など 今月はお休みです。パ ソ コ ン 相 談

カ ウ ン セ ラ ー２４日�　午前９時～正午女性悩みごと相談

午後１時から産業生活課で受
け付け。定員６人
※夜間相談は事前予約制

交 通 事 故 相 談 員２日・１６日の各火曜日　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

宅地建物取引業協会４日�　午後１時～４時不 動 産 取 引 相 談

司法書士会調布支部
８日�　午後１時～４時

登 記 相 談
夜間相談　２２日�　午後６時～８時

人 権 擁 護 委 員１８日�　午後１時～４時人 権 身 の 上 相 談

行 政 相 談 委 員１９日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会２５日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測 量 登 記 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

２日・１６日の各火曜日 午後１時～４時相 続 等 暮 ら し の
書 類 作 成 相 談夜間相談　９日�　午後６時～８時

元 金 融 ・ 生 命 保 険

事 務 経 験 者
１日�　午後１時～４時

ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付け東京税理士会武蔵府中支部今月はお休みです。
税 務 相 談 会場は同支部（エクレール調

布３階�０４２４-８８-５５５０）東京税理士会武蔵府中支部
毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　 午後１時～４時

産業生活課（午後３時まで）消 費 生 活 相 談 員毎週月・水・木・金曜日
午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室三軒茶屋高年齢者
就 業 相 談 所毎月第２火曜日　午後１時～４時高 年 齢 者

し ご と 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２４日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士１０日�　午前９時～正午聴 覚 障 害 者 相 談

母 子 自 立 支 援 員月～金　午前９時～午後４時母 子 ・ 女 性 相 談

介 護 保 険 苦 情 相 談 員毎週火・木・金曜日　午後１時～４時介護保険苦情相談

市教育相談室（第二小学校
内）へ。幼児から中学生教 育 相 談 員月～金　午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

�３４３０-１４１１教 育 相 談 員月～金　午前９時～午後４時３０分親と子の電話相談

直接保険年金課へ社 会 保 険 労 務 士毎週金曜日　午前９時～午後５時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター 電話予約制�３４８８-６７３５毎月第３月曜日　午後１時３０分高年齢者就業説明相談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談

３ 月 の 市 民 相 談

生活相
談

Q & A

何
度
も
自
宅
に
勧
誘
の
電
話
が

あ
り
、
通
い
始
め
た
高
校
１
年

の
息
子
の
進
学
塾
に
つ
い
て
、
最
初
の

話
と
違
う
こ
と
が
多
く
、
解
約
を
申
し

出
ま
し
た
が
対
応
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

１
年
分
の
教
材
費
も
含
め
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（　

代
女
性
）

４０

学
習
塾
や
英
会
話
学
校

な
ど
、
実
際
に
受
け
て
み

な
い
と
内
容
が
分
か
ら
な
い
長
期
に
わ

た
る
サ
ー
ビ
ス
契
約
に
つ
い
て
は
、
被

害
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
法
改
正
さ
れ
、

店
舗
契
約
で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
（
契
約
日
を
含
め
る
８
日
以
内
な

ら
無
条
件
で
解
約
で
き
る
制
度
）
が
認

め
ら
れ
、
規
定
に
従
っ
て
の
中
途
解
約

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
方
の
場
合
も
、
勧
誘
時
の
話
と

実
態
が
違
い
、
ク
ラ
ス
変
更
は
自
由
と

言
わ
れ
た
の
に
ク
ラ
ス
は
１
つ
し
か
な

く
、
授
業
で
の
疑
問
点
を
何
度
で
も

フ
ァ
ク
ス
で
答
え
る
と
い
う
こ
と
も
最

初
の
２
回
対
応
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

息
子
さ
ん
も
や
る
気
を
な
く
し
て
２

カ
月
経
っ
た
と
こ
ろ
で
辞
め
た
い
と
申

し
出
ま
し
た
が
、
引
き
延
ば
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、　

万
円

９０

近
く
の
教
材
（
授
業
で
使
う
と
言
わ
れ

た
の
に
使
用
せ
ず
）
も
返
し
た
い
と
の

相
談
で
し
た
。

　

当
コ
ー
ナ
ー
で
中
途
解
約
の
規
定
損

料
を
助
言
し
、
交
渉
し
た
と
こ
ろ
教
材

費
も
返
金
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
近
は
、
信
販
手
数
料
が
高
い
か
ら

と
言
っ
て
現
金
で
支
払
わ
せ
る
塾

も
あ
り
、
解
約
に
応
じ
て
も
会
社

の
経
営
状
態
で
返
金
が
遅
れ
た
り
、

倒
産
に
よ
る
被
害
事
例
も
あ
り
ま

す
。
長
期
間
に
お
よ
ぶ
高
額
な
即
金
契

約
は
避
け
た
方
が
賢
明
で
し
ょ
う
。

〔
相
談
場
所
〕
市
役
所
２
階
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

Q

学 
習 
塾 
の 
中 
途 
解 
約 
は

消
　費

A

▽
狛
江
市
菊
花
会　
　

日
�
午
後
１

１２

時　

分
「
や
さ
し
い
大
菊
づ
く
り
」

３０
講
師
は
小
島
行
雄
さ
ん

▽
し
ゅ
ん
こ
う
和
紙
ち
ぎ
り
絵
狛
江

サ
ー
ク
ル　
　

日
�
・　

日
�
午
後

１３

１４

１
時
「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
」

▽
狛
江
市
と
き
わ
婦
人
会　
　

日
�

１２

午
前　

時
「
マ
ジ
ッ
ク
た
わ
し
の
作

１０

り
方
」

▽
共
生
の
ま
ち
狛
江
を
め
ざ
す
会　

　

日
�
午
後
６
時
「
狛
江
の
ビ
ジ
ョ

１３ン
を
語
り
合
う
」

▽
狛
江
腹
話
術
愛
好
会
・
劇
団
「
交

叉
点
」　　

日
�
午
前　

時
と
午
後

１４

１１

２
時
「
腹
話
術
ラ
イ
ブ
大
き
な
紙
芝

居
」

▽
好
日
会　
　

日
�
午
前　

時
「
お

１０

１０

茶
会
」

▽
狛
江
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　
　

日
�
午
後
１

１２

時　

分
３０

▽
つ
ど
い
コ
ン
サ
ー
ト　
　

日
�
午

１３

前　

時　

分
〜
午
後
９
時
、
狛
江
市

１０

３０

と
き
わ
婦
人
会
大
正
琴
部
・
泉
カ
ラ

オ
ケ
・
コ
ー
ル
レ
ー
ネ
・
か
つ
ら
会
・

美
重
駒
会
・
貞
山
会

▽
つ
ど
い
コ
ン
サ
ー
ト　
　

日
�
午

１４

前　

時　

分
〜
午
後
４
時
、
狛
江

１０

３０

ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会
・
ア
マ
チ
ュ
ア

歌
謡
サ
ー
ク
ル
狛
江
・
カ
プ
ア
フ
ラ

グ
ル
ー
プ
・
ハ
ウ
オ
リ
ウ
ク
レ
レ
メ

イ
ツ
・
狛
江
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
会
・
カ

ラ
オ
ケ
プ
ラ
ザ

　

編
み
物
・
着
付
け
・
ウ
ク
レ
レ
・

ヨ
ー
ガ
・
油
絵
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
気
功
・

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
・
手

話
・
英
会
話
・
手
品
・
新
舞
踊
・
コ
ー

ラ
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
・
歴
史

研
究
・
漢
詩
吟
詠
・
大
極
拳
・
社
交

ダ
ン
ス
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
育
児
学

習
・
民
謡
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
・

茶
道
・
日
本
棋
院
・
中
国
語

　

狛
江
市
芸
術
協
会
・
狛
江
財
政
研

究
会
・
す
て
っ
ぷ
ジ
ャ
ン
プ
・
ス
ク

ウ
ェ
ア
・
狛
江
市
と
き
わ
婦
人
会
・

狛
江
歩
歩
ク
ラ
ブ
・
環
境
を
考
え
る

会
・
狛
江
市
国
際
交
流
協
会
・
狛
江

市
華
道
連
盟
・
狛
江
写
真
集
団
・
折

遊
会
・
狛
江
写
真
集
団
・
フ
ォ
ト
サ
ー

ク
ル
狛
江
・
狛
江
デ
ッ
サ
ン
会
・
狛

江
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
・
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
の
会

　

写
真
・
書
道
・
彫
刻
・
粘
土
人
形
・

ペ
ン
習
字
・
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
・
て

ん
こ
く
・
水
墨
画
・
和
紙
ち
ぎ
り
絵
・

陶
芸
・
手
工
芸
・
華
道
・
銀
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
・
狛
江
難
病
患
者
の
会
・

折
り
紙
・
水
彩
画

▽
青
年
教
室「
大
道
芸
」　　

日
�
午

１４

前　

時
と
午
後
１
時　

分

１１

３０

▽
喫
茶
室　
　

日
�
・　

日
�
午
前

１３

１４

　

時
〜
午
後
３
時
（
保
育
室
活
動
グ

１１ル
ー
プ
）

▽
出
店
（
わ
た
が
し
・
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
）　　

日
�
・　

日
�
午
前　

時
〜

１３

１４

１０

午
後
４
時
（
実
行
委
員
会
）

講

習

会

公

演

・

講

演

会

公

開

活

動

作

品

展

活

動

の

展

示

公
民
館
主
催
事
業

そ

の

他

の

催

し

発
表
会
・
コ
ン
サ
ー
ト

中
央
公
民
館
利
用
者
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

　

中
央
公
民
館
利
用
者
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

手
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
多
彩
な
催
し
を
企
画
し
て
、
日
ご
ろ
の
グ

手
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
多
彩
な
催
し
を
企
画
し
て
、
日
ご
ろ
の
グ

ル
ー
プ
活
動
等
を
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
プ
活
動
等
を
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔〔
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
〕
中
央
公
民
館

〕
中
央
公
民
館
��
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

第

回
中
央
公
民
館
の
つ
ど
い

第 　
 
回 
中 
央 
公 
民 
館 
の 
つ 
ど 
い　

１９１９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月

日

〜

日

３ 
月 　
 
日 　
 
〜 　
 
日 　

１０１０

（水）（水）

１４１４

（日）（日）


